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２０１６CYCLING YAKUSHIMA

2016　サイクリング屋久島
＜太古の森を感じて世界自然遺産の島でエコライド＞

　２月２１日（日）2016サイクリング屋久島が開催されました。
　前日の荒天から打って変わって、太陽の光が降り注ぐ、澄んだ空気の中 328人の参加者が屋久島の大
自然を感じ、走り抜けました。今年もゲストとしてお笑いトリオ、安田大サーカスの団長安田さんが参加、
沿道での応援、町内からの参加者も増え大会は大いに盛り上がりました。

モッチョム岳を背にスタート

宮之浦エイドステーション到着

永田から５０キロコース参加者

栗生エイドステーションでカレーと豚汁をいただきゴールまでGO!

頑張りました！かんぱーい！

永田の潮風を感じ

口永良部島をバックに疾走

声援をうけ中間疾走

安田大サーカスの団長安田さん
おおいに大会を盛り上げてくだ
さいました。ありがとうござい
ました。

町民の皆さんも参加、大会を盛り上げてくれました。

安房エイドステーションで一息

笑顔でおもてなし

永田エイドステーションで心づくしの料理で満たされてました

世界遺産地域上り坂が続きます・空気は最高

尾之間ゴール

内田実行委員長

完走おめでとう

永久保通過

沿道の声援を受け疾走

永田岳に見守られスタート

　第６回となりました「サイクリング屋久島」は、エントリー数３８１
名、前日の悪天候（フェリー・高速船全便欠航）にも関わらず、当日参
加者数３２８名となりました。大会当日は、天候に恵まれ、各関係機関
や各集落の立哨ボランティアをはじめ多くの方々のご協力のおかげで、
大きな事故やトラブル等もなく、盛大に執り行うことができました。ま
た、各エイドステーションでのおもてなしや沿道でのご声援は参加者に
も大好評でした。
　２月の閑散期のイベントとして、島外からのお客様にご参加いただく
ため、そしてもっと屋久島を知っていただくために私たちは努力してま
いります。次回大会は参加者数５００名の目標に向けて、島内あげて頑
張りましょう。
　最後になりますが、皆様のご支援、ご協力に心から感謝申し上げます。
ありがとうございました。

サイクリング屋久島実行委員長　内田　正喜
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平成２７年度屋久島町むらづくり活性化事業

包括連携に関する協定〜おおぞら高校〜

八重岳の里あるき〜永田集落〜

ランニングバイクであそぼー
　　　　inサイクリング屋久島

　町内各集落では、集落及び町の活性化を目的に町が助成を行う「むらづく
り活性化事業」に取り組んでいます。
　今年度は、集落で使用する音響設備、清掃作業機器、机、イスなどの備
品購入やゴミステーションの更新、トイレ施設の整備などを行い、集落の
環境整備や集落独自のイベント開催により活性化に取り組みました。
　これからも集落の活性化を図るため各種事業を活用し、魅力あるふるさ
とづくりに取り組みます。
　平成27年度助成額15,500千円

　屋久島町と学校法人KTC学園 屋久島おおぞら高等学校は、相互の連携を
図ることで屋久島町内の交流人口増加並びに活性化を促進するために包括
連携に関する協定を１月２９日（金）に締結しました。
　屋久島町の情報発信や施策PR、教育の振興、子育て・青少年育成や福祉
の向上に関すること、観光やブランド振興・文化に関することなどについ
て連携し協力していくとし、役場本庁舎で行われた調印式では、荒木町長
と学校法人KTC学園 前田理事長が協定書に署名し、固く握手を交わしまし
た。

　２０１６サイクリング屋久島と同時開催
された「ランニングバイクであそぼー」では
未来の２輪レーサーたちが参加しました。
　マイペースに走る子や泣きながらも最後
まで諦めない子など微笑ましくも、かっこ
よく華麗な走りを見せていました。

　２月７日（日）永田集落で八重岳の里あるきが行
われました。雨模様の中、傘をさして３コースに
分かれての里あるきとなりました。　集落内の名
所では講話などがあり、屋久島エレジーの石碑前
ではみんなで合唱、楽しい里あるきとなりました。
　同時に永田区民文化祭も開催されており手芸や
絵画、書道など永田区民の多彩な作品が来場者の
目を楽しませていました。
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鹿児島県共生・協働型地域コミュニティづくり推進優良団体表彰〜屋久島高等学校〜

ご支援ありがとうございます （口永良部島災害義援金等）

堆肥コンクールで県最優秀賞を受賞〜㈲宝珠産業〜

ひろがれボランティアの輪〜防犯ボランティア〜

　２月５日（金）かごしま県民交流センターで「みんなで取り組む活力ある
コミュニティづくり」をテーマに平成27年度鹿児島県コミュニティづくり
推進大会が開催され、　鹿児島県共生・協働型地域コミュニティづくり推進
優良団体として学校部門で屋久島高等学校が会長表彰を受けました。
　屋久島高等学校は屋久島町と観光連携に関する協定を締結しており、観
光客に対するおもてなしや、冬場や荒天時の新たな楽しみ方の提案など地
域の活性化に貢献、高校生ボランティアグループ「ぽんだま」による町内イ
ベントの運営やボランティア活動など地域に根ざした様々な活動に積極的
に参加していることが評価されました。

　２月４日(木)、屋久島町の(有)宝珠産業が鹿児島県堆肥コンクールにおい
て最優秀・県知事賞を受賞されました。このコンクールは堆肥生産施設に
おける生産技術の向上や耕種農家等のニーズに則した良質堆肥づくりを促
進するために優れた堆肥を表彰するもので、多数の出品の中から、色、臭気、
品質分析において審査され、高い評価を得ました。受賞に際し「この賞に慢
心することなく、今後もなお一層の技術向上を図っていきたい。」とのこと
でした。
　購入希望の方は　㈲宝珠産業（４６－２７９８）へお問い合わせください。
　堆肥１袋324円　バラ堆肥１ｔ11,880円

　１２月１６日（水）、鹿児島県警察本部で県内の防犯ボランティアの活性化を目的
に「防犯ボランティア団体代表者交流会」が開催され、屋久島町の防犯ボランティア
団体を代表し、安房地区防犯ボランティア団体「粟穂クラブ」の泊一成会長が参加、
屋久島の防犯ボランティア団体の現状や活動状況等を紹介しました。
　屋久島の防犯ボランティア団体は７団体あり、町や集落では手が回らない部分を
補おうと屋久島を愛する有志によって結成された民間組織です。

　粟穂クラブは「みんなでつくろう安心安全な町づくり、分け合う、支え合う、助け合う」を合言葉に平成１６
年に結成されました。
　活動内容は、日々の防犯活動や通学路の清掃のほか、「１人暮らし見守り隊」による独居高齢者宅への家庭訪問、
毎朝の児童の登校時間に合わせた横断歩道での立哨活動、PTA・地区・町と連携した交通安全活動、うそ電話
詐欺被害防止を呼びかけるのぼり旗の掲示などや公園等の環境美化清掃による防犯対策も行っています。
　泊会長は、「県内各地のボランティア団体の積極的な活動を知り、より一層活動に尽力していかなければなら
ないと決意を新たにしました。
　このようなボランティア活動を７団体が行っていますが、まだまだ屋久島町内すべての地域を網羅するにい
たっていないのが実情であり、会員の高齢化が進んでいるのも事実です。
　町民の皆様に、我々のようなボランティア団体が活動していることを知っていただき、ともに活動していた
だきたい。これからの屋久島を創造していく青年層を中心としたボランティア団体が構築されていくことを願っ
ています。」と防犯ボランティア団体代表者交流会への参加報告にあわせて熱い思いを伝てくれました。

　１２月２５日（金）一部地域をのぞき避難指示が解除され住民の帰島が始まりまし
たが、依然として噴火警戒レベル５となっており、一部住民は避難生活を余儀なく
されております。
　屋久島町は、常に噴火の危険性がある島で暮らしている人々がいるということを
念頭に置き、第一に安全対策を、併せて、活火山という特性を生かした産業、観光
の振興などに全力で取り組み、口永良部島の復興と振興を図っていきます。
　ここに掲載している他にも、たくさんの方々からの温かいご支援、ご協力をいた
だいております。心から感謝申し上げます。
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農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．細部せん定と土壌改良
　花の状態をみながら、枝の細かい部分のせん定を行いましょう。徒
長枝や果梗枝の間引きを中心に行うとともに、誘因によって日当たり
の確保と結果母枝の確保に努めましょう。
２．花肥と土壌改良
１）着花過多が予想されるたんかん園は、開花１〜２週間前に１０ａ
　　あたりに、尿素５ｋｇか硫安１０ｋｇを施肥しましょう。
２）たんかんで異常落葉の見られる園は、苦土石灰等の石灰資材を施
　　肥してください。
３．病害虫防除
１）平成２７年度産のぽんかん・たんかんには、黒点病，かいよう病
　　の被害が多くみられました。
　　この時期に、黒点病の発生源となる枯れ枝を徹底的に取り除き、
　　埋めるか焼却してください。
　　かいよう病・黄斑病が心配される園は、落花期にコサイドー３０
　　００の２０００倍液にクレフノンの２００倍液を加用して散布す
　　ると効果的です。
２）訪花昆虫の防除として、モスピラン顆粒水溶剤かアドマイヤーフ
　　ロアブルの２０００倍液を散布すると、ミカンコミバエにも効果
　　が期待できます。
　　（２剤ともミカンバエに登録があります。）

『パッションフルーツ』
１．人工授粉
　晴天日では午前中に開花が始まり、その後に葯が破れて花粉が出て
きます。

　習字用の小筆を用い、筆先に花粉をつけて雌しべに授粉します。人
工授粉はほとんどの花に花粉が出てきてから行いましょう。（午前
１０時頃から午後３時頃までがよい。）
　３本の柱頭のうち最低でも２本に行ってください。
　開花期の後半には、結実しない花（雌しべが十分に外側に曲がらな
い花）が多くなるので、注意して授粉しましょう。
２．摘　果
　結実した果実の生育は旺盛で，開花後１４日で収穫時の約９０％、
２１日で収穫時の大きさになります。果実の肥大促進には、早期の摘
果が大切です。変形果や初期肥大の悪い果実は種子数が少なく肥大は
望めないので、早期に摘果しましょう。
  着果過多になると着色不良や早期落果が多くなります。１新梢当た
りの着果数は新梢の勢いにより４〜５個に調整しましょう。

『ビワ』
１．適期収穫
　本格的な収穫期になります。
  ビワは、完熟近くなって急速に糖度が上がってきます。収穫適期と
しては、果皮の緑色が抜け、果実全体が黄色からオレンジ色を帯びて
８〜９部着色になった頃です。未熟果は酸が多く食味が悪く、過熟果
はしなび果やそばかす症の発生が多くなるので適期収穫に心がけま
しょう。
　また、収穫最盛期以降は、急速に着色が進むので過熟にならないよ
う注意しましょう。
２．お礼肥の施用
　１目の収穫直後、樹勢の回復と夏枝の伸長促進のために、配合肥料
を適正量施用し、土と軽く混ぜるようにしましょう。

農林水産課だより （4月の農作業メモ）
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３
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＊
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＊
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税
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課

　

内
線
３
３
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・
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３
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■
日
時
・
場
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４
月
17
日
（
日
）

　

13
時
〜
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

■
持
参
す
る
も
の

 

・
操
縦
免
許
証　

・
認 
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・
本
籍
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載
の
住
民
票

　
（
免
許
証
に
正
確
な
住
所
が
記

載
さ
れ
て
い
る
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は
不
要
）

■
受
講
料
・
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習
時
間

更
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９
千
円
・
１
時
間

失
効 

１
万
５
千
円
・
２
時
間
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分

　

＊
写
真
・
送
料
込
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＊
視
力
検
査
も
行
い
ま
す
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■
そ
の
他

　

有
効
期
限
の
１
年
前
か
ら
更
新

で
き
、期
限
は
短
縮
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

入
枝
海
事
事
務
所

☎
０
９
９
︱
２
８
１
︱
７
７
５
３
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役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０
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■
採
用
区
分
及
び
採
用
予
定
人
数

・
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
68
名

・
警
察
官
Ａ
（
女
性
）
12
名

・
警
察
官
Ａ
（
武
道
）
５
名

■
受
験
資
格

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜

　
　

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
４
年
生
大
学
を
卒
業
し
た
者
又

は
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者

・
警
察
官
Ａ
（
武
道
）
は
、
右
記

に
該
当
す
る
者
で
、
柔
道
又
は
剣

道
が
３
段
以
上
で
あ
る
こ
と
。

■
第
１
次
試
験

【
試
験
日
】　

５
月
８
日
（
日
）

【
試
験
内
容
】

　

教
養
試
験
、
論
文
試
験
、

　

身
体
一
般
検
査
、

　

実
技
試
験
（
武
道
区
分
の
み
）

【
試
験
地
】　

鹿
児
島
市

■
試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

　

２
月
23
日
か
ら
鹿
児
島
県
警
察

本
部
又
は
県
内
各
警
察
署
、
人
事

委
員
会
事
務
局
、
県
外
事
務
所
等

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
》

　

３
月
28
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

４
月
11
日
（
月
）

《
持
参
・
郵
便
》

　

３
月
28
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

４
月
13
日
（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ

県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
︱
２
０
６
︱
２
２
２
０

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.pref.kagoshim
a.jp/

police/

　

昨
年
中
の
、
う
そ
電
話
詐
欺
被

害
額
は
、

全
国
で

　
　

４
７
６
億
８
，
０
０
０
万
円

鹿
児
島
県
内
で

           

３
億
７
，
７
０
０
万
円

　

未
だ
に
多
大
な
金
額
が
犯
人
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
騙
し
取
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

屋
久
島
で
も
、
一
昨
年
、
昨
年

と
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
本
年

に
入
っ
て
か
ら
も
、
高
額
の
現
金

を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
う
そ
電
話
詐

欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

犯
人
グ
ル
ー
プ
は
、
あ
の
手
こ

の
手
で
皆
様
の
個
人
情
報
を
調
べ

上
げ
、
大
切
な
現
金
を
狙
っ
て
い

ま
す
。

  

う
そ
電
話
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
い
う
考 

　

え
は
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

●
家
族
、同
僚
、友
達
以
外
か
ら
、

　

予
期
せ
ぬ
電
話
が
架
か
っ
て
き

　

た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
自
分
一
人
で
判
断
せ
ず
、
必
ず

　

誰
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

屋
久
島
警
察
署
管
内
で
、
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
（
動
画
無
料
サ
イ
ト

な
ど
）
の
登
録
料
に
絡
む
う
そ
電

話
詐
欺
の
相
談
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

突
然
、「
登
録
料
金
が
未
払
い

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
」「
至
急

連
絡
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
が
あ

り
、
こ
ち
ら
が
連
絡
す
る
と

・
他
の
サ
イ
ト
に
も
登
録
が
あ
る
。

・
退
会
の
た
め
に
、
一
〇
〇
万
円

か
か
る
。

・
こ
の
ま
ま
で
は
裁
判
沙
汰
に
な

る
の
で
、
委
任
料
四
〇
万
円
で
何

と
か
し
て
や
る
。

な
ど
と
次
々
に
脅
さ
れ
て
、
現
金

を
だ
ま
し
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
為
に
、
怪
し

い
サ
イ
ト
を
利
用
し
な
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が

●
怪
し
い
メ
ー
ル
や
電
話
は
相
手

　

に
し
な
い
。

●
自
分
か
ら
、
相
手
に
連
絡
し
な

　

い
。

●
話
し
づ
ら
く
て
も
、
必
ず
誰
か

　

に
相
談
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
　
警
察
官

（
大
学
卒
業
程
度
）募
集

う
そ
電
話
詐
欺

　
　
　
　  

多
発
中
！

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
利
用
料

金
に
絡
む
う
そ
電
話
詐
欺

　
　
　
　
　
　
急
増
中
！

いっどまてぇーい！

　　　振り込む前に冷静になって

　　　　　必ず確認しましょう
屋久島警察署　☎　４６−２１１０
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他
人
へ
の
誹
謗
・
中
傷
を
掲
示

板
へ
投
稿
し
た
り
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
掲
載
す
る
こ
と
は
悪

質
な
人
権
侵
害
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
起
こ
り
得
る
人
権

侵
害
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
利
用

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

差
別
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
等

人
権
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の

場
合
は
、
法
務
局
の
人
権
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

お知らせお知らせINFORMATION

『 世界でもっとも貧しい大統領 ホセ・ムヒカの言葉 』

丘 修三　著　　立花 尚之介　絵

　　　図　　　書　　　名
長いお別れ
世界の果てのこどもたち
空海
アリストテレスの人生相談
なかよしヤギ一家のECOプロジェクト
暴力は絶対だめ！
あかり
きをつけて 1
みどりの船
ぼくぱぐ

　　作　　 者
中島　京子
中脇　初枝
高村　薫
小林　正弥
深山　さくら
アストリッド・リンドグレーン
林 木林　文　岡田 千晶　絵
五味　太郎
クェンティン・ブレイク
かなざわ　まゆこ

（尾之間図書室）

栗生診療所の日程
☎ 48-2103

皮膚科（予約制）　　
3月24日（木）午後

25日（金）午前
4月7日（木）午後

8日（金）午前
耳鼻咽喉科（予約制）　　

4月14日（木）11：00〜12：30
        13：30〜14：30

4月28日（木）11：00〜12：30
        13：30〜14：30

永田診療所の日程
☎ 45-2273

※諸事情により変更されることがあります。
　ご利用の際には事前にお問い合わせください。

皮膚科（予約制）
　 3月28日（月）午後
　 29日（火）午前
　 4月11日（月）午後

　 12日（火）午前

眼科（予約制）
　 4月20日（水）午後
　10月21日（木）終日
　10月22日（金）午前

や
く
し
ま
歌
壇

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

『 口で歩く 』

　このお話の主人公−タチバナさん−は、生まれて二十数
年ずっと寝たきりです。病気で体を自由に動かすことがで
きないのです。でもタチバナさんは実に行動的です。ある
朝目を覚ますと「友達のところに遊びに行こう」と思いた
ち、おかあさんに車輪付きのベッドを通りまでだしてもら
いました。ベッドに寝そべって秋の景色を楽しみながら、
誰かが通りかかるのを待っています。通りかかる人に声を
かけて、移動ベッドを押してもらおうというわけです。気
のながーいタチバナさんの一日が暖かくユーモラスに語ら
れてゆきます。親子で読んでいただきたい一冊です。

　2012 年リオの国連会議で「もっとも衝撃的なスピーチ」
とされる、ウルグアイ第 40 代大統領ホセ・ムヒカのスピー
チが全文掲載され、ムヒカのスピーチやインタビューでの
名言の紹介、解説がされています。
　郊外の静かな農場で質素に暮らし、個人資産は約 18 万
円相当の車 1 台のみ ･･･。ムヒカは世界最貧とも言われる
大統領です。
　豊かさとは何か、人生で大切なこととは何か ･･･simple
だけど深い生き方、考え方、言葉が心にしみます。

佐藤 美由紀　著

長
旅
を
終
え
て
我
が
家
に
戻
り
せ
ば

早
や
ウ
グ
イ
ス
の
初
鳴
き
聞
こ
ゆ　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

大
寒
の
修
行
の
太
鼓
凛
と
し
て

雪
夜
の
唱
題
里
清
め
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

つ
か
の
間
の
雲
の
切
れ
間
や
永
田
嶽

化
粧
な
か
ば
に
初
の
冠
雪　
　
　
　
　
　
　

大
牟
田　

壮
一
郎

ひ
と
と
せ
を
散
り
て
は
咲
か
す
ば
ら
の
花

如
月
の
風
ゆ
る
り
吹
き
ま
せ　
　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

亡
夫
の
歌
集
「
地
の
声
」
久
に
よ
ん
で
み
る

あ
の
日
あ
の
頃
新
た
な
視
点　
　
　
　
　
　

寺　

田　

和　

子

車
窓
よ
り
川
面
に
霧
が
た
ち
の
ぼ
り

岸
辺
に
真
赤
な
ボ
ケ
の
花
見
ゆ　
　
　
　
　

弓　

削　

照　

文

ひ
と
息
つ
く
春
陽　

畑
中　

初
孫
の

「
希
子
」
生
ま
る
る
を
か
み
し
め
て
い
る　

寺　

田　

文　

昭

ぽ
っ
か
り
と
陽
の
昇
る
時
花
咲
き
ぬ

紫
木
蓮
こ
そ
鮮
や
か
に
見
ゆ　
　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

皆
出
か
け
い
や
し
の
猫
と
留
守
番
は

編
み
物
仕
上
げ
能
力
ア
ッ
プ　
　
　
　
　
　

牧　
　
　

ヨ
シ
イ

＊ 

掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
な
く
し
ま
し
ょ
う

尾之間図書室の３月のおはなし会は
小学生のためのおはなし会　3 月 13 日（日）14:00 〜
ちいさな子のためのおはなし会　3 月 25 日（金）10:30 〜
宮之浦図書室の 3 月の親子読書会「青い海の子星の子会」は
3 月 23 日（水）10:30 〜・13:30 〜

● 3 月 22 日（火）は定例会のため宮之浦・尾之間図書室は 13 時より開室します。



お知らせ INFORMATIONお知らせ
◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

西
胤　

穂ほ
の
み海　
　
　
　
　

尾
之
間

福
田　

祥し
ょ
う
や矢　
　
　
　
　

宮
之
浦

内
室　

百も
も
か花　
　
　
　
　

一　

湊

浜
田　
　

凛り
ん　　
　
　
　
　

宮
之
浦

小
澤
こ
は
る　
　
　
　
　

永
久
保

藤
森　

咲さ

わ和　
　
　
　
　

春　

牧

日
髙　

蘭ら
ん
ま
る丸　
　
　
　
　

宮
之
浦

日
髙　

桜お
う
ま
る丸　
　
　
　
　

宮
之
浦

荒
木　

櫻さ
く
ら
こ心　
　
　
　
　

船　

行

南　
　

奏か
な
と杜　

　
　
　
　

平　

野

深
町　
　

更さ
ら　　
　
　
　
　

福
岡
県

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ア
ホ
ー
ニ
ー
＝
ピ
ア
ス  

（
尾　

之　

間
）

　

落
合
佐
和
子  

（
尾　

之　

間
）

　

泊　

傳
八
郎  

（
安　
　
　

房
）

　
ア
ヴ
ェ
ン
ダ
・
ニ
ョ
ア
ル
デ
ア
，
カ
テ
リ
ン  

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
）

　

斉
藤　
　

拓  

（
宮　

之　

浦
）

　

内
田　
　

栞  

（
鹿
児
島
市
）

　

泉　
　

将
弥  

（
熊　

本　

県
）

　

久
保　

沙
織  

（
宮　

之　

浦
）

◆
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

岩
山
ノ
エ
子　

七
二
歳　

栗　

生

日
髙　

ト
ヨ　

九
一
歳　

中　

間

山
下　

光
春　

八
五
歳　

麦　

生

岩
川　

義
一　

八
四
歳　

湯　

泊

日
髙　

五
夫　

六
一
歳　

安　

房

日
髙　

弘
臣　

七
二
歳　

吉　

田

今
村　

龍
一　

六
〇
歳　

宮
之
浦

矢
野　
　

豊　

六
二
歳　

宮
之
浦

大
谷
志
世
美　

七
五
歳　

小
瀬
田

中
村　

司
郎　

五
九
歳　

一　

湊

寺
田　
　

勉　

九
〇
歳　

一　

湊

田
中　

宗
春　

八
七
歳　

吉　

田

肥
後
健
一
郎　

七
七
歳　

一　

湊

藤
村　

勝
利　

七
二
歳　

宮
之
浦

立
石　

力
哉　

七
八
歳　

宮
之
浦

◆
お
礼

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（　

）は
故
人
。

▼
永
久
保
の
西
田
シ
ミ
さ
ん

（
夫
、
豊
實
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
羽
生
清
和
さ
ん

（
義
母
、寺
田
シ
ヅ
ヱ
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
寺
田
猛
さ
ん

（
父
、
勉
さ
ん
死
去
）

▼
鹿
児
島
市
の
日
髙
弘
幸
さ
ん

（
父
、
弘
臣
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
矢
野
和
美
さ
ん

（
夫
、
豊
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
川
﨑
雅
郎
さ
ん

（
母
、
神
戸
淳
子
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
中
村
郁
代
さ
ん

（
夫
、
司
郎
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
髙
橋
忠
仁
さ
ん

（
母
、
キ
ヨ
さ
ん
死
去
）

▼
高
平
の
山
下
和
人
さ
ん

（
父
、
光
春
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
肥
後
文
明
さ
ん

（
母
、
ス
サ
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
今
村
昭
代
さ
ん

（
夫
、
龍
一
さ
ん
死
去
）

■
お
詫
び
と
訂
正

　

２
月
号
６
頁
の
南
日
本
ド
ラ

ゴ
ン
カ
ッ
プ
選
手
権
大
会
の
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
「
河
野
康
陽
く
ん
は
準

優
勝
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
籍
の
窓

１
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

陽　

平

智　

美

優　

文

真　

美

平成28年1月末現在
住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,072

906
 275
177
286
490
765
201
653
210
233
504

13,150
− 12

世帯数
548
450
136
87

158
238
425
94

318
124
127
288

6,774
− 3

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
118
11

459
178
681
354

3,155
461
118
446
398
159
269
571

世帯数
71
8

254
97

383
190

1,538
235
56

227
207
85

156
274

●人の動き●●編集後記●
　世界の屋久島美術展の作品を見
に行きました。繊細なタッチのも
のから大胆な作品まで・・・絵心
がない私でも素晴らしいなと感じ
る作品ばかりでした。同じものを
見聞きしていても人それぞれ見え
方も感じ方も違っているのだなと
芸術に触れるたびに感じます。
　前に取材した屋久島学ソサエ
ティの中で、伝統文化は時代に合
わせ、人に合わせて変化してきた
からこそ伝統として残ってきたと
いうお話がありました。
　３月、４月は変化の季節でもあ
ります、個性は守りつつも、「前例
や自分の意見に固執することなく、
日々成長していきたい」と美術展
作品にインスパイアされました。

　　　　（メグ）

※　世帯数及び人口・行事予定については最新の情報を屋久島町ホームページに掲載しています。

敏　

宏

恵　

里

一　

弘

絵　

美

啓　

太

祐　

子

宣　

人

恵
美
子

　

光
あ　

や

　

豪
真
知
子

二　

郎

紀　

子

宏　

介

智　

子

一　

弘

絵　

美
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振替休日
3/21

眼科診療（永田診療
所午後）

3/29
皮膚科診療（永田診
療所午前）
宮保セ開放（9:30
～11:30）

おはなし会（宮之浦
図書室10:30～、
13:30～）

母子手帳交付（尾保
セ9:00～11:30）
宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）
宮之浦・尾之間図書
室午前閉室

3/22 3/23

3/31

出会い応援イベント
LOVE BEAT屋久島
（縄文の苑13:30～）
おはなし会（尾之間
図書室14:00～小学
生向け）

春分の日
家庭の日

平内民具倉庫公開
（～10日 9:00～
17:00）
　

青少年育成の日

平内民具倉庫定例公
開（～13日 9:00～
17:00）
　

3/18

4/3

3/83/7 3/9 3/10

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 3  4

町民カレンダー

皮膚科診療（栗生診
療所午後）

皮膚科診療（栗生診
療所午前）
尾保セ開放（9:30
～11:30）

皮膚科診療（栗生診療
所午前）おはなし会
（尾之間図書室10:30
～）農業委員会定例総
会（尾支所9:30～）
定例教育委員会（安総
セ）小・中学校修了式

3/28

月

母子手帳交付（宮保
セ9:00～11:30）
宮保セ開放（9:30
～11:30）
中学校卒業式
金岳小学校卒業式

3/15 3/163/14

火 水

3/17

皮膚科診療（栗生診
療所午後）
小学校卒業式

3/253/24

眼科診療（永田診療
所午前）
八幡幼稚園終了式

眼科診療（永田診療
所終日）
耳鼻科診療（栗生診
療所11:00～14:30）
八幡幼稚園卒園式

木

4/1

3/11
金

3/12
土

3/26

3/19

4/9

4/2

3/13

3/20

3/27

3/6
日

4/8

3/30
皮膚科診療（永田診
療所午後）

母子手帳交付（宮保
セ9:00～11:30）
宮保セ開放（9:30
～11:30）

4/4 4/5
小・中学校入学式、
始業式
口永良部幼児学級入
級式

4/6 4/7

皮膚科診療（栗生診
療所午前）

皮膚科診療（栗生診
療所午後）
乳幼児健診・BCG
予防接種（尾保セ
12:30～）
年金相談（開発総セ
9:00～17:00）

町
報

平
成
2
8
年
3
月
号

■
 発
行
・
編
集
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田
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TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905
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http://www.town.yakushima.kagoshima.jp/
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